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これは、アップデートされた改訂版ではないので、メンバーの学習のためのみとし、外部の人にあげるためには使わないで下さい。ありがとう！
私達の生活手段

宣教師の単立したコミュニティーからなり、

一般に「ファミリー」と呼ばれるグループを代表しての公式発表

1992年10月

　　「それと同様に、主は、福音を宣べ伝えている者たちが福音によって生活すべきことを、定められたのである。」（第一コリント9章14節）

　　　　この聖書の節は、宣教師からなる「ファミリー」の生活手段の根底に流れる原則を、簡潔に言い表しています。私達の生活手段は聖書の教えに基づいており、宗教活動を支える方法としては、最も一般的で基本的な手段です。私達と同じような手段で資金を得ている宗教は、世界中に数多くあります。「ファミリー」のメンバーは、イエスのために全時間の奉仕を行ない、世界中の人々に、希望と、愛と、罪のあがないについての教えを広めており、このような形で神と他の人々に仕えられることを、祝福、また特別な召しであるとみなしています。また、この宣教の仕事は、他の人達にも援助していただく価値が十分ある仕事だと考えています。援助して下さる方を、神は必ず豊かに祝福して下さるからです。

　　私達の宣教活動は、初期のイエスの弟子達を手本にしています。つまり、「わたしの神は、ご自身の栄光の富の中から、あなたがたのいっさいの必要を、キリスト・イエスにあって満たして下さる」と、信頼しているのです。（ピリピ 4:19）したがって、毎月一定の給料を受け取るのではなく、聖書の中で明確に約束されている通り、神が一切の必要物を供給して下さると信頼しているわけです。これは「信仰による生活」と呼ばれています。なぜなら、それをするには、自分の人生を神の世話と保護の内に完全に委ねるだけの信仰を要するからです。神の王国への義務を何にもまして尊び、優先させるなら、神は必ず私達の必要を満たして下さるという信仰が私達にはあります。福音のメッセージを聞いた人達の親切心や寛大さを通して、その必要が満たされることもよくあります。そして、誰かが私達を助けてくれると、今度は神がその人を助けられ、多くの益や祝福でその人生を満たされ、さらには、主の仕事を助けているのだという喜びをも味わえるのです。

　　イエスは、ご自分に従う者のために自ら手本を示し、他の人達に謙虚に助けを求められました。つまり、食事や、説教するために使われた舟、井戸の水、ろば、「最後の晩餐」のための部屋などをです。（ルカ19:5、5:1-3、ヨハネ4:6､7、マルコ11:1-7、14:12-16）　私達が他の人達に、愛と思いやりをもって救いの手を差し伸べ、その魂を養うなら、人々はそのお返しとして、私達の物質的な必要を満たす助けとなるようにという主の呼びかけを聞き、それに応えてくれるのです。（１コリント9:11）

　　福音は、全ての人々のために、すなわち富んだ人にも、貧しい人にも、神によって無償で与えられていますが、実際面では、福音を宣べ伝えたり、それを印刷して世に出すには多大の手間と経費がかかります。このように言った牧師がいます。「福音は無料です。ただそれをあなたがたに伝えるのには費用がかかるのです！」　私達のコミュニティーは各々独立しており、収入源は様々ですが、多くのコミュニティーは、人々からの物質的、経済的な援助にかなり依存しています。つまり、個人的に援助して下さる方や、会社、国外にいる援助者の皆さんなどから、暖かい援助を頂いているわけですが、これは、私達以外の多くの教会や非営利団体でも行なっていることです。また、その他の収入源として、私達のオリジナル・ミュージック・テープやビデオに対する寄付があります。これらは、才能豊かな世界中のファミリーメンバーによって、自分達のスタジオか、友人や援助者のスタジオで制作されています。

　　この声明文で、私達は、信仰によって生活することは正当なことであり、主の仕事を持続していくための援助を得る方法として、聖書にかなった、名誉ある方法であると信ずる理由を説明していきたいと思います。現実的に見ても、もし私達が世間一般の職業に就いていたとしたら、他の人々に福音を宣べ伝えるのに専念するための時間もエネルギーも残されていないことでしょう。一般の仕事は、確かに、大半が重労働と長時間勤務を要するものだからです。

１．神は、全て存在するものの源です。

　　何よりもまず、神が全世界とその中にあるものを所有しておられ、神こそが、また神のみが人類の必要を満たすことができると、私達は信じています。

　　「地と、それに満ちるもの、世界と、その中に住

む者とは主のものである。」（詩篇 24:1）

　　「林のすべての獣はわたしのもの、丘の上の千々の家畜もわたしのものである。」（詩篇 50:10）

　　「あらゆる良い贈り物、あらゆる完全な賜物は、上から、光の父から下って来る。父には、変化とか回転の影とかいうものはない。」（ヤコブ 1:17）

　　様々な形で私達を援助して下さる方々に、私達は心から感謝しています。ただ、私達の友人や援助者に働きかけて、そのような方々を祝福し、私達の必要を供給しておられるのは神であるということも、私達は認識しています。神は全人類に恩恵を施す方であり、私達はその供給のゆえに神を感謝すべきです。「あなたはみ手を開いて、すべての生けるものの願いを飽かせられます。すべてのものはあなたから出ます。われわれはあなたから受けて、あなたにささげたのです。」（詩篇 145:16、歴代志上 29:14）

　　「富と誉とはあなたから出ます。あなたは万有をつかさどられます。あなたの手には勢いと力があります。あなたの手はすべてのものを大いならしめ、強くされます。」（歴代志上 29:12）

２．メンバーは、一人一人が全時間の弟子であり、福音　　を宣べ伝える者です。

　　ファミリーで全時間を捧げて活動しているメンバーは各々、イエスの弟子となり、福音を宣べ伝える者となるべく努力しています。そして、イエスが新約聖書の中で弟子達に与えられた要求事項を満たすために最善を尽くしているのです。

　　私達は、何よりも、また誰よりもイエスを愛しています。ですから、聖書の教えを守ってイエスに従うために、全てを捨てているのです。それには物質的な持ち物や世俗的な欲も含まれています。

　　「あなたがたは自分のために、虫が食い、さびがつき、また、盗人らが押し入って盗み出すような地上に、宝をたくわえてはならない。むしろ自分のため、虫も食わず、さびもつかず、また、盗人らが押し入って盗み出すこともない天に、宝をたくわえなさい。あなたの宝のある所には、心もあるからである。」（マタイ 6:19-21）

　　「わたしは、更に進んで、わたしの主キリスト・イエスを知る知識の絶大な価値のゆえに、いっさいのものを損と思っている。キリストのゆえに、わたしはすべてを失ったが、それらのものを、ふん土のように思っている。それは、わたしがキリストを得るためである。」（ピリピ 3:8）

　　「それと同じように、あなたがたのうちで、自分の財産をことごとく捨て切るものでなくては、わたしの弟子となることはできない。」（ルカ 14:33）

　　「イエスは彼（若い資産家）に目をとめ、いつくしんで言われた、『あなたに足りないことが一つある。帰って、持っているものをみな売り払って、貧しい人々に施しなさい。そうすれば、天に宝を持つようになろう。そして、わたしに従ってきなさい。』」（マルコ 10:21）

　　「天国は、良い真珠を捜している商人のようなものである。高価な真珠一個を見いだすと、行って持ち物をみな売りはらい、そしてこれを買うのである。」（マタイ 13:45､46）

　　私達は、初代教会のクリスチャン達のように共同生活を送り、持ち物を全て分け合っています。私達がこのように生活しているのは、他の人への奉仕により専念するためです。協力し合って生活し、働き、また自分達の才能や資金を共有することで、毎日の生活が向上し、一般の方々への伝道活動もより良く組織化されます。大人が神の御言葉を学び、新しくクリスチャンとなった人々を教え、必要を抱える人々に手を差し伸べている一方で、子供達はコミュニティーの中で良く世話されており、立派な教育や専門訓練を受けています。

　　「信者たちはみな一緒にいて、いっさいの物を共有にし、資産や持ち物を売っては、必要に応じてみんなの者に分け与えた。」（使徒行伝 2:44､45）

　　「信じた者の群れは、心を一つにし思いを一つにして、だれひとりその持ち物を自分のものだと主張する者がなく、いっさいの物を共有にしていた。彼らの中に乏しい者は、ひとりもいなかった。地所や家屋を持っている人たちは、それを売り、売った物の代金をもってきて、使徒たちの足もとに置いた。そしてそれぞれの必要に応じて、だれにでも分け与えられた。（使徒行伝 4:32､34､35）

　　「もしわたしの言葉にうちにとどまっておるなら、あなたがたは、ほんとうにわたしの弟子なのである。」（ヨハネ 8:31）

　　私達は、多くの時間を「証し」に費やしています。この活動は、人々をイエスに導くことから、困っている人々を助けることまで様々です。私達のメンバーは、カウンセリングをしたり、問題を抱えている人々を助けたり、若者達や老人を励ましたりすることに深く携わっています。私達はよく、老人ホームや、刑務所、病院、ホームレスの人のための避難所などで、歌のショーや宣教などの奉仕活動をします。貧しい人達のために働き、私達の所に余分の食糧や物資があれば、それを分け与え、自分達がイエスの内に見つけた希望を他の人達にも伝えるのは、私達がよく行なっていることです。家族観が弱まり、世界情勢が悪化していく現代において、家庭内の問題をどう解決すればよいのか、子供達が愛を感じ、安心できる環境で育てるにはどうしたらよいのか、こういった助けや助言を私達に求めてくる人々が大勢います。「ファミリー」は、子供達や大人向けの、信仰を築き、優れた人格形成に役立つ教育的なビデオやテープの制作と配布に、多くの時間と、努力と、人材を費やしています。私達が世界中で配布しているビデオやテープは、人々に、現在と未来に対する希望と励ましを与えています。

　　「そして、あなたが多くの証人の前でわたしから聞いたことを、さらにほかの者たちにも教えることのできるような忠実な人々に、ゆだねなさい。」（２テモテ 2:2）

　　「あなたがたに命じておいたいっさいのことを守るように教えよ。見よ、わたしは世の終りまで、いつもあなたがたと共にいるのである。｣(マタイ 28:20)

　　「そして、毎日、宮や家で、イエスがキリストであることを、引きつづき教えたり宣べ伝えたりした。」（使徒行伝 5:42）

　　「そして［イエスは］彼らに言われた、全世界に出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えよ。」（マルコ 16:15）

　　私達はそれが、名誉ある召しだと信じています。献身と犠牲とが要求される仕事であり、この世間の目に見える形での報酬は、あまり期待できません。しかし、それは軽視されるべきものでは全くありません。むしろ、誇りに思うべき高い召しなのです。

３．神のしもべたる者は、世事に深く関わり合うべきで　　はありません。

　　現代の世界には、全時間を費やして福音を宣教する人々があまりいません。大きな教会などには関わりたがらない人達に福音を伝えようとする私達のような人達なら、ことさらです。私達が一般の職業に就くことで、主への全時間の奉仕をないがしろにするなら、主はそれを喜ばれません。必要に応じて、いつでもどこでも遠慮なく福音を宣べ伝え、クリスチャンとして他の人々に奉仕するのに妨げとなるからです。ですから、主が供給し続けて下さると信じて、主が導かれる所にはどこにでも行けるよう、そういった世俗的な事との関わりからは解放されたままでいるべきだと私達は考えています。私達の子供達に関して言えば、十分な年齢に達したなら、この生き方を続けて行くか、あるいは異なる生き方をするか、自分で決断できることは言うまでもありません。

　　「そして［イエスは］弟子たちに言われた、『収穫は多いが、働き人が少ない。だから、収穫の主に願って、その収穫のために働き人を送り出すようにしてもらいなさい。』」（マタイ 9:37,38）

　　「どの僕でも、ふたりの主人に兼ね仕えることはできない。一方を憎んで他方を愛し、あるいは、一方に親しんで他方をうとんじるからである。あなたがたは、神と富とに兼ね仕えることはできない。」（ルカ 16:13）

　　「朽ちる食物のためではなく、永遠の命に至る朽ちない食物のために働くがよい。これは人の子があなたがたに与えるものである。父なる神は、人の子にそれをゆだねられたのである。」（ヨハネ 6:27）

　　「あなたがたは、代価を払って買いとられたのだ。人の奴隷となってはいけない。」（１コリント 7:23）

　　「兵役に服している者は、この世の事に煩わされてはいない。ただ、兵を募った司令官を喜ばせようと努める。」（２テモテ 2:4）

　　「空の鳥を見るがよい。まくことも、刈ることもせず、倉に取りいれることもしない。それだのに、あなたがたの天の父は彼らを養っていて下さる。あなたがたは彼らよりも、はるかにすぐれた者ではないか。あなたがたのうち、だれが思いわずらったからとて、自分の寿命をわずかでも延ばすことができようか。また、なぜ、着物のことで思いわずらうのか。野の花がどうして育っているか、考えて見るがよい。働きもせず、紡ぎもしない。しかし、あなたがたに言うが、栄華をきわめた時のソロモンでさえ、この花の一つほどにも着飾ってはいなかった。きょうは生えていて、あすは炉に投げ入れられる野の草でさえ、神はこのように装って下さるのなら、あなたがたに、それ以上よくしてくださらないはずがあろうか。ああ、信仰の薄い者たちよ。」（マタイ 6:26-30）

４．神は、そのしもべ達のために供給されると約束して　　おられます。

　　イエスの真の弟子として神の御仕事に献身するなら、神は必ず私達の必要を満たして下さると、堅く信じています。

　　もし望まれるなら、超自然的な奇跡によってでも、ご自分の民に必要物を供給して下さることでしょう。しかし、たとえ奇跡が起こらなくとも、神の働き人達は、自分達が福音を宣べ伝えた人達によって助けや援助を受けることが神の御心であると、聖書にははっきりと書かれています。

　　レビびとは、他のイスラエルの民から離れ、神の祭司、しもべとして民に仕えるように召されました。これと同じように、神は私達をも召され、神のための奉仕に専念できるよう、私達が世間の事にはあまりかかわりを持たないことを望まれていると思います。また神がレビびとに、土地を所有しないで、他の人達から援助を受けるように命じられたように、私達も、個人個人の所有物を求めることをせず、他の人達の助けに頼っているのです。（民数記 18:21､24､26、ネヘミヤ 10:37）

　　イエスと使徒達もそのように生きました。また初代教会の何千という弟子達もです。（マルコ 11:1-3、14:13-16）　キリスト教のみならず、イスラム教、ユダヤ教、仏教、ヒンズー教、また他の多くの宗教においても、何百万もの牧師や祭司、修道女や修道士、聖人や聖者と呼ばれる人々が、このしきたりに従っているのです。それは、神からの原則であって、世界中で容認されているばかりか、宗教とは無関係の慈善団体の多くも同様の事を行なっています。

　　「それだから、あなたがたに言っておく。何を食べようか、何を飲もうかと、自分の命のことで思いわずらい、何を着ようかと自分のからだのことで思いわずらうな。命は食物にまさり、からだは着物にまさるではないか。だから、何を食べようか、何を飲もうか、あるいは何を着ようかと言って思いわずらうな。これらのものは皆、この世の異邦人が切に求めているものである。あなたがたの父は、これらのものがあなたがたに必要であることを、ご存じである。まず神の国と神の義とを求めなさい。そうすれば、これらのものは、すべて添えて与えられるであろう。」（マタイ 6:25､31、ルカ 12:30、マタイ 6:33）

　　「若きししは乏しくなって飢えることがある。しかし主を求める者は良き物に欠けることはない。」（詩篇 34:10）

　　「わたしは、むかし年若かった時も、年老いた今も、正しい人が捨てられ、あるいはその子孫が食物を請いあるくのを見たことがない。」（詩篇 37:25）

　　「ヘロデの家令クーザの妻ヨハンナ、スザンナ、そのほか多くの婦人たちも・・・自分たちの持ち物をもって一行に奉仕した。」（ルカ 8:3）

　　「求めよ、そうすれば、与えられるであろう。捜せ、そうすれば、見いだすであろう。門をたたけ、そうすれば、あけてもらえるであろう。すべて求める者は得、捜す者は見いだし、門をたたく者はあけてもらえるからである。あなたがたのうちで、自分の子がパンを求めるのに、石を与える者があろうか。魚を求めるのに、へびを与える者があろうか。このように、あなたがたは悪い者であっても、自分の子供には、良い贈り物をすることを知っているとすれば、天にいますあなたがたの父はなおさら、求めてくる者に良いものを下さらないことがあろうか。」（マタイ 7:7-11）

　　「ご自身の御子をさえ惜しまないで、わたしたちすべての者のために死に渡されたかたが、どうして、御子のみならず万物をも賜わらないことがあろうか。」（ローマ 8:32）

　　「わたしの神は、ご自身の栄光の富の中から、あなたがたのいっさいの必要を、キリスト・イエスにあって満たして下さるであろう。」（ピリピ 4:19）

　　「それと同様に、主は、福音を宣べ伝えている者たちが福音によって生活すべきことを、定められたのである。」（１コリント 9:14）

　　「財布の中に金、銀または銭を入れて行くな。旅行のための袋も、二枚の下着も、くつも、つえも持って行くな。働き人がその食物を得るのは当然である。」（マタイ 10:9,10）

　　「そして［イエスは］彼らに言われた、『わたしが財布も袋もくつも持たせずにあなたがたをつかわしたとき、何かこまったことがあったか。』彼らは、『いいえ、何もありませんでした』と答えた。」（ルカ 22:35）

５．他の人の魂を養うことで、そのお返しとして物質的　　な援助を受けています。

　　私達は人々の魂に奉仕し、他の人達の益や助けとなれるよう日々献身しているので、奉仕をしている人達から物質的な援助を求め、また受け取るのは聖書にかなったことであり、正しいことであると信じています。

　　「もしわたしたちが、あなたがたのために霊のものをまいたのなら、肉の［物質的な］ものをあなたがたから刈りとるのは、行き過ぎだろうか。」（１コリント 9:11）

　　「というのは、もし異邦人が彼ら［弟子達］の霊の物にあずかったとすれば、肉の［物質的な］物をもって彼らに仕えるのは、当然だからである。」（ローマ 15:27）

　　「[神の]御言葉を教えてもらう人は、教える人と、すべて良いものを分け合いなさい。－－教える人に援助を与えなさい。｣(ガラテヤ6:6、詳説新約聖書)

６．他の人に、私達の必要物を助けてくれるよう求める　　のは、聖句にかなったことです。

　　必要が生じた時には、まず主に祈り、それから、援助ができる人に助けを求めるようにという意味のことが、聖書には書かれています。

　　「この世で富んでいる者たちに、命じなさい。高慢にならず、たよりにならない富に望みをおかず、むしろ、わたしたちにすべての物を豊かに備えて楽しませて下さる神に、のぞみをおくように、また、良い行いをし、良いわざに富み、惜しみなく施し、人に分け与えることを喜び、こうして、真のいのちを得るために、未来に備えてよい土台を自分のために築き上げるように、命じなさい。」（１テモテ 6:17-19）

　　「どの町、どの村にはいっても、その中でだれがふさわしい人か、たずね出して、立ち去るまではその人のところにとどまっておれ。」（マタイ 10:11）

７．神のしもべ達に与える人は、主に与えているので

　　あって、それに応じて祝福や報酬を受け取ります。

　　誰でも主の仕事に与えた人は、イエスご自身に与えたことになり、実際に与えた物よりも、はるかに大きな報酬（精神的にか、物質的にか、あるいは両方）を受け取るでしょう。

　　「すると、王［イエス］は答えて言うであろう、『あなたがたによく言っておく。わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひとりにしたのは、すなわち、わたしにしたのである。』」（マタイ 25:40）

　　「おおよそ、わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、妻、子、もしくは畑を捨てた者は、その幾倍もを受け、また永遠の生命を受けつぐであろう。」（マタイ 19:29）

　　「わたしの弟子であるという名のゆえに、この小さい者のひとりに冷たい水一杯でも飲ませてくれる者は、よく言っておくが、決してその報いからもれることはない。」（マタイ 10:42）

　　「与えよ。そうすれば、自分にも与えられるであろう。人々はおし入れ、ゆすり入れ、あふれ出るまでに量をよくして、あなたがたのふところに入れてくれるであろう。あなたがたの量るその量りで、自分にも量りかえされるであろうから。」（ルカ 6:38）

　　「受けるよりは与える方が、さいわいである。」（使徒行伝 20:35）

　　「少ししかまかない者は、少ししか刈り取らず、豊かにまく者は、豊かに刈り取ることになる･･･神は喜んで施す人を愛して下さるのである。」（２コリント 9:6､7）

　　「物惜しみしない者は富み、人を潤す者は自分も潤される。」（箴言 11:25）

８．全てのクリスチャンは、福音を広めるか、あるいは　　それを行なう者を助ける義務があります。

　　私達のグループが行なっているような全時間の宣教活動を活発に援助することは、信仰を告白する全てのクリスチャンに求められている聖書に基づいた義務であると信じています。

　　「だから、機会のあるごとに、だれに対しても、とくに信仰の仲間に対して、善を行おうではないか。」（ガラテヤ 6:10）

　　「貧しい聖徒を助け、努めて旅人をもてなしなさい。」（ローマ 12:13）

　　「なぜなら、マケドニアとアカヤとの人々は、エルサレムにおる聖徒の中の貧しい人々を援助することに賛成したからである。たしかに、彼らは賛成した。しかし同時に、彼らはかの人々に負債がある。というのは、もし異邦人が彼らの霊の物にあずかったとすれば、肉の［物質的な］物をもって彼らに仕えるのは、当然だからである。」（ローマ 15:26､27）

　　十分の一税を納めること（主の仕事を援助するために、収入の１０％を与えること）は、聖書で神が命じておられることです。そして、聖書によれば、十分の一税を納める事を選択した人達を、神は、精神的にも、物質的にも祝福されるのです。

　　「わたしはレビの子孫にはイスラエルにおいて、すべて十分の一を嗣業として与え･･･その働きに報いる。」（民数記 18:21）

　　「あなたの財産と、すべての産物の初なりをもって主をあがめよ。そうすれば、あなたの倉は満ちて余り、あなたの酒ぶねは新しい酒であふれる。」（箴言 3:9､10）

　　「あなたは毎年、畑に種をまいて獲るすべての産物の十分の一を必ず取り分けなければならない。」（申命記 14:22）

　　「わたしの宮に食物のあるように、十分の一全部をわたしの倉に携えてきなさい。これをもってわたしを試み、わたしが天の窓を開いて、あふるる恵みを、あなたがたに注ぐか否かを見なさいと、万軍の主は言われる。」（マラキ 3:10）

９．私達は、援助者と正直に接するべきだと信じていま    す。

　　「ファミリー」の仕事やコミュニティーは、各々の地域でそれぞれ独立しており、地域によっては、自分達で選んだ名称を使っています。たいていは、その地域での活動内容に関係した名称です。

　　私達の宣教活動においては、その国や外国で生じる、ファミリー内外の様々な必要に対応していかなくてはなりません。裕福な国にいるファミリーは、その国の豊かな物資をもって、貧しい国々での宣教活動を頻繁に援助します。メンバーが、その国、あるいは外国で必要とされている物を見てとり、自分の援助者達にそれらの物資の援助を求め、たとえファミリー内でなくとも、それらを必要としているグループや人々に配る場合もよくあります。例えば、日本にいるファミリーは、タイの宣教チームが、カンボジアの難民キャンプに必要物資を大量に供給するのを助けてきました。西欧では、ファミリーは東欧の宣教活動を援助しています。また、ファミリー・コミュニティーの多くは、寄付された物を地元の慈善団体、教会、救済団体、養護施設などと分け合っているのです。

　　私達のコミュニティーでは、寄贈して下さる方々と率直で正直な関係を保つこと、なぜ寄付が必要なのか、またそれが大体どのように使われるのかを説明することを原則としています。ファミリーは、援助を受ける目的のために、欺いたり、虚偽の説明を行なったりすることを認めていません。

　　「わたしたちは、主のみまえばかりではなく、人の前でも公正であるように、気を配っているのである。」（２コリント 8:21）

　　「外の人々に対しても正直に振るまい、また乏しいことがないようにするためである。」（１テサロニケ 4:12）

　　「互に愛し合うことの外は、何人にも借りがあってはならない。人を愛する者は、律法を全うするのである。」（ローマ 13:8）

　　「愛は隣り人に害を加えることはない。だから、愛は律法を完成するものである。」（ローマ 13:10）

　　「宴楽と泥酔、淫乱と好色、争いとねたみを捨てて、昼歩くように、正直に歩こうではないか。」（ローマ 13:13）

　　「わたしはキリストにあって真実を語る。偽りは言わない。わたしの良心も聖霊によって、わたしにこうあかしをしている。」（ローマ 9:1）

１０．私達は、困っている人達の世話や援助もしばしば　　行ないます。

　　私達は余分の物資を、他の慈善団体、貧困者、ホームレス、避難民、ハリケーンや地震その他の被災者の方々に送っています。また、聖書が定めているように、自分達の収入の十分の一には手をつけず、それを他の宣教師や宣教プログラムに送っているのです。

　　「貧しい者をあわれむ者は主に貸すのだ、その施しは主が償われる。」（箴言 19:17）

　　「人を見て恵む者はめぐまれる、自分のパンを貧しい人に与えるからである。」（箴言 22:9）

　　「貧しい者に施す者は物に不足しない。｣（箴言 28:27a）

まとめ

　　ファミリーで、主のために全時間働いているメンバーは、「信仰によって生きて」おり、神が導かれる所では、必ず神が供給されると信頼しています。ご自分への奉仕に献身している人々の世話をするために、神は、天からマナを降らせたりなどといった、素晴らしい奇跡を行なうことができるのです。とはいっても、神の偉大なる愛と知恵により、大抵は、他の人達にご自分の仕事を援助させる方を選ばれます。それによって神がそのように援助する人達を大いに祝福できるようにです。

　　「与えよ。そうすれば、自分にも与えられるであろう。人々はおし入れ、ゆすり入れ、あふれ出るまでに量をよくして、あなたがたのふところに入れてくれるであろう。あなたがたの量るその量りで、自分にも量りかえされるであろうから。」（ルカ 6:38）

　　「わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひとりにしたのは、すなわち、わたし［イエス］にしたのである。」（マタイ 25:40）

　　「少ししかまかない者は、少ししか刈り取らず、豊かにまく者は、豊かに刈り取ることになる。･･･神は喜んで施す人を愛して下さるのである。」（２コリント 9:6､7）

　　この地上に、神の愛する御子イエスの御国を確立するのを助けて下さっている皆様を、神が大いに報い、祝福して下さいますように。－－アァメン。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｃ 1992 by World Services, Zurich, Switzerland.




